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京大広報 1987. 12. 1 
易なものであるが，ねらいは，まわりの実験者や
管理者に迷惑をかけず，かつI分の実験がクリー
ンにできるよう；こすることであって，いわば「お
作法」の訓練といってよい。初体験に近い人にと
っては結構役に立っているというアンケート結果
がiれている吋
次に動物実験。動物に放射性同位元素を与える
実験は，分野によっては必須であるが，一寸考え
ればわかるように概めて汚染をおこしやすい。動
き回る，排せつ物に放射性同位元素が混じる，
等。ここでも汚染を起こしにくし、保作を訓練す
る。ラットに短寿命の放射性＇＂］位元素たとえばテ
クネチウムーggmなどを腹腔内投与し（写点2)'
欣射性同位元素の臓総内分布を調べると共に，ホ
モジナイズや遠心分離操作を織り込み，結果をデ
ィスカスさせるなど，基本校作よりは少し込み入
った実験をする。動物特有の廃棄物処理も含めて
2円聞のコースでちる。
液体シンチレーション弘・はトリチウムや炭ぷ－
14の測定になくてはならないが，サンプルの状態
によっては，なかなか正確に放射能が測定しにく
い。その点の解決法の普及をねらいとした教育訓
練も行っている。タンパクをフィノレタ ー上に集め
たり，適当な可溶化剤に溶かしたりして測定し，
液体シンチレーション法特有のクエンチング現象
の観察とその対処方法を経験させる。比較的高級
な測定探も使いクエンチング補正曲線を書かせる
なども行う。 2日コー ス。
無機イオンの分離のコースもある。これは特に
比放射能の高い，しかし微小体積の溶液中のクロ
ムー 51と欽－59をイオン交換樹脂をつめたガ、ラス
キャピラリーカラムで分離するものである。真性
ゲノレマニウム検出総で測定しこの分離がうまくで
きていることを確かめる。この際，溶液の乾固授
1乍は極めて汚染を周辺に広げやすし、ものだが，こ
れをどのような器具で行えば汚染もおこさず，し
かもきれいなサンプノレがで・きるか， ということを
体験させる。 liJ定用のきれいな線源をつくること
が非常に重要であるような研究分野があるが，そ
のような分野に直接役立つものでもある。実験は
1日というコース℃、ある。
本センターで行う教育訓練には全国向けのもの
もある。他大学 （9国立大学）のアイソ卜ープセ
写真2 動物実験風祭
ンタ とー共同主催で場所は回り持ちで行うもの
で，大学等の放射線管理者などを対象とした研修
がそれである。昨年は本センターで40人の受講者
（応募者 101人の中から）を対象として受け入れ
2日間にわたり，講義と実習を行った。テーマは
「微量放射能の測定」であり，固体表面のふきと
り検査や排水タンクの中の微量のヨー素－ 125の
測定法などであった。この際は受講生達もさすが
にベテラン揃L、で要領よく実験する人が多く，ま
たセミナー的に種々の意見交換もでき，有意義な
ものであったと思っている。
このように様々な教育訓練を行っているが，上
記の40人となると教育訓練用の広い実験室が無
く，本館 ・分館の幾つかの実験室に分散するなど
の苦労がある。学内向けの教育訓練の中で「基本
操作」の受講者は最大18人で，あとは小人数であ
るから，講師側の目が行き届くのはよいが，も う
少し広い実験室で40人位の受講者が一時に実験で
きるなら，実験内容ももっとバラエティーに富ま
せることが出来るであろう。そのような実験室な
ら各学部の放射性同位元素利用学生実習にも利用
できると忠われる。教育訓練実験室を含めた増築
が望まれる。
（放射性同位元素総合センタ ）ー
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